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論  文  内  容  の  要  旨 
【目的】 
膵癌はきわめて難治性の癌であり，診断時の切除率は 30～40％と過去 10 年にわたってほとんど
変化がない。抗癌剤が主な治療であり、1997 年に塩酸 gemcitabine（GEM）の生存期間中央値
が 5.7 ヶ月と報告されている。2011 年に GEST study で GEM に対する TS-1 の非劣性が示され







2007 年 6 月から 2012 年 7 月に同一製造法で樹状細胞ワクチンを実施している国内の 7 施設（信
州大学、長崎大学、札幌北楡病院、セレンクリニック東京、セレンクリニック名古屋、セレンク
リニック神戸、セレンクリニック福岡）で樹状細胞ワクチンと抗癌剤を併用した切除不能膵臓癌
の 255 例を対象とした。全生存期間は Kaplan-Meier 法を用いて Log-rank 検定を施行し、予後
規定因子の抽出には Cox 比例ハザードモデルによる多変量解析を行った。樹状細胞ワクチンの作
製方法として、患者末梢血単核球より成分採血 (アフェレース) で採血した単核球から CD14+単
球を分離し、単核球をプラスチック培養皿に付着させることにより単球を純化し，GM-CSF と
IL-4 存在下に 5 日間培養して未熟樹状細胞を誘導し、OK432 や PGE2 にて 24 時間刺激して成熟
樹状細胞へ誘導した。癌関連抗原としては、WT1 ペプチド  (HLA-A2402 あるいは
HLA-A0201,0206),  MUC1 ペプチド (HLA 非拘束性 30mer) を使用し、これらを樹状細胞にパ
ルスして樹状細胞ワクチンを作成した。樹状細胞の投与量は１回 1×107 個となるように調節し、
品質管理として樹状細胞の表面抗原の解析と培養液中のエンドトキシン，マイコプラズマの有無




255 例のうち局所進行癌は 78 例（31％）、転移性癌は 177 例（69％）であった。初回診断から樹
状細胞ワクチン開始までの中央値は 4.0 ヶ月、樹状細胞ワクチン投与回数の中央値は 8 回（5-55





















  論文審査の結果の要旨 
【目的】 
膵癌はきわめて難治性の癌であり，診断時の切除率は 30～40％と過去 10 年にわたってほとんど変化
がない。抗癌剤が主な治療であり、1997 年に塩酸 gemcitabine（GEM）の生存期間中央値が 5.7 ヶ月








2007 年 6 月から 2012 年 7 月に同一製造法で樹状細胞ワクチンを実施している国内の 7 施設（信州大
学、長崎大学、札幌北楡病院、セレンクリニック東京、セレンクリニック名古屋、セレンクリニック
神戸、セレンクリニック福岡）で樹状細胞ワクチンと抗癌剤を併用した切除不能膵臓癌の 255 例を対
象とした。全生存期間は Kaplan-Meier 法を用いて Log-rank 検定を施行し、予後規定因子の抽出には
Cox 比例ハザードモデルによる多変量解析を行った。樹状細胞ワクチンの作製方法として、患者末梢
血単核球より成分採血 (アフェレース) で採血した単核球から CD14+単球を分離し、単核球をプラス
チック培養皿に付着させることにより単球を純化し，GM-CSF と IL-4 存在下に 5 日間培養して未熟樹
状細胞を誘導し、OK432 や PGE2 にて 24 時間刺激して成熟樹状細胞へ誘導した。癌関連抗原として







255 例のうち局所進行癌は 78 例（31％）、転移性癌は 177 例（69％）であった。初回診断から樹状
細胞ワクチン開始までの中央値は 4.0 ヶ月、樹状細胞ワクチン投与回数の中央値は 8 回（5-55
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